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一般会計の特徴
　市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業
会計の３つに分かれており、４年度に市全体
で使ったお金は合計で1,183億1,206万円です。
　そのうち一般会計における決算の特徴は、
東八千代調理場の整備、上下水道局庁舎の移
転先となる本庁舎第二別館の増改築工事、八
千代市児童発達支援センター・すてっぷ２１
大和田複合施設の建設工事等やワクチン接種
をはじめ、子育て世帯や住民税非課税世帯等
を対象とした特別給付金の給付などの新型コ
ロナウイルス感染症対策、水道料金軽減支援
などの原油価格・物価高騰対策の実施に伴い
歳出額が増加しました。
　地方財政法第７条第１項により、剰余金のう
ち２分の１以上の金額を基金へ積み立てるた
め、剰余金26億5,425万円のうち13億3,000万円
を財政調整基金に積み立て、残りは５年度に繰
り越しました。財政調整基金と特定目的のため
の基金を合わせた年度末の基金残高は、前年
度と比べ9.9％増の86億9,983万円でした。

経常収支比率は95.0％に上昇
公債費負担比率は12.3％に改善
　地方税のように、使い道が限定されず、毎

　公債費負担比率は、公債費に充当された一
般財源の一般財源総額に対する割合です。15
％を超えると警戒ライン、20％を超えると危
険ラインになり、比率が高いほど財政の硬直
化が進行します。４年度は、対前年度比0.7
ポイント減の12.3％と改善しました。

一般会計基金・市債等の残高
　財政調整基金は、突発的な災害や緊急を要
する経費などに備えるための基金です。
　市債は、地方公共団体が資金調達のために
負担する債務で、その返済が複数年度にわた
って行われるものです。
　債務負担行為は、複数年度の契約など、将
来にわたって支払うことを約束するものです。

年度経常的に収入される財源「経常一般財源」
に対して、人件費・公債費や扶助費などの義
務的経費のほか、物件費の一部など、毎年度
経常的に支出される経費である「経常的経費」
が占める割合を経常収支比率といいます。
　この比率が高いほど、財政的なゆとりがな
くなり、投資的経費や新たな住民要望に使え
る財源が少なくなります。
　市の４年度の経常収支比率は、物件費、人
件費、繰出金などの増加により対前年度比2.8
ポイント増の95.0％と上昇し、県内市平均よ
りも高い状況です。

歳 出（目的別経費） 　民生費は減となったものの、教育費、総務費などの増により、対前年度比で37億3,928万円、5.6％の増
でした。グラフの（　）内は前年度比。

歳出
（目的別経費）
705億3,902万円
（5.6％増）

その他
36億8,257万円（39.9％増）

民生費
297億3,032万円（4.0％減）

総務費
82億1,769万円（22.2％増）

公債費
57億7,700万円（0.9％増）

土木費
32億8,681万円（7.0％増）

消防費
23億2,459万円（6.9％増）

衛生費
72億8,622万円（7.8％増）

教育費
102億3,382万円（17.2％増）

一人当たりに換算すると…

34万4,399円/人
前年度 32万8,216円/人

14万9,184円/人
前年度 14万5,264円/人

民生費
教育費
総務費
衛生費
公債費
土木費
消防費
その他

14万5,155円
4万9,965円
4万122円
3万5,574円
2万8,206円
1万6,047円
1万1,350円
1万7,980円

※５年３月31日現在（20万4,818人）を基に一人当たりの決算額を計算しています。

高齢者・障害者・児童の福祉など

学校の管理運営や整備、文化・スポーツ振興など

市の運営や市民活動、防犯・防災など

医療、保健、ごみ処理、環境保全など

長期借入金の返済金など

道路、橋、公園の整備など

消防活動や施設の維持・管理、救急活動など

議会や農業・商工振興など  

  

決算額（一般会計） 市税額

〔一般会計基金・市債・債務負担行為残高〕

基金残高
（うち財政調整基金） 市債残高 債務負担行為残高

86億9,983万円
（32億22万円） 423億5,540万円 191億8,431万円

４万2,476円/人
（１万5,625円/人） 20万6,795円/人 ９万3,665円/人

※４年度末残高。「円/人」は、一人当たりの残高
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〔経常収支比率の推移〕
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粗大ごみ受付専用電話
（収集依頼受付・要予約）

483-4506
月～金曜日９時～16時30分
（祝日・年末年始を除く）
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ー
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該　　当　　地　　域

指 定 袋 使 用 資源物

1

大和田（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
萱田町（成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線から東側）、
高津（県道幕張八千代線から東側）

７日（第1火）
21日（第3火）

月
・
水
・
金

３
日
は
休
み

木

23
日
は
休
み

土
2 八千代台北 14日（第2火）

28日（第4火）

3 八千代台西、八千代台南 ７日（第1火）
21日（第3火）

4 八千代台東 14日（第2火）
28日（第4火）

5 上高野 １日（第1水）
15日（第3水）火・

木
・
土

23
日
は
休
み

金

３
日
は
休
み

月

6 村上団地 ８日（第2水）
22日（第4水）

7 村上（新川の東側）、下市場、村上南、勝田台北
１日（第1水）
15日（第3水）

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、堀の内
８日（第2水）
22日（第4水）

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域

指 定 袋 使 用 資源物

9
村上（成田街道北側で新川西側）、萱田町・萱田・
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、大和田新田
（300・400・500・700 番台の成田街道北側から
東葉高速線南側）、ゆりのき台1・2丁目

２日（第1木）
16日（第3木）月・

水
・
金

３
日
は
休
み

火 土10
高津（県道幕張八千代線から西側）、高津東、
大和田新田（100・200 番台の成田街道南側で
県道幕張八千代線から西側）

９日（第2木）
休み（第4木）

11 高津団地、大和田新田（１～99番地の成田街道南側）
２日（第1木）
16日（第3木）

12
大和田新田（900・1000・1100 番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、緑が丘2～4丁目、
緑が丘西（東葉高速線南側）

９日（第2木）
休み（第4木）

13 勝田台 休み（第1金）
17日（第3金）火

・
木
・
土

23
日
は
休
み

水 月

14
勝田台南、勝田、麦丸、ゆりのき台3～8丁目、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）、
萱田（東葉高速線北側）

10日（第2金）
24日（第4金）

15
萱田町（500番台の東葉高速線北側）、
大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、
緑が丘１・5丁目、緑が丘西（東葉高速線北側）

休み（第1金）
17日（第3金）

16 真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、島田、桑橋、桑納、大学町
10日（第2金）
24日（第4金）
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　びんは、キャップを外して中身をカラにし、すすいでから「びん類収集用コンテナ」に入れてくださ
い。外したキャップは、金属製であれば資源物の「缶・金属類収集用コンテナ」に入れ、プラスチック
製であれば「可燃ごみ」として出してください。


